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人権尊重のまちを目指して

金
田
商
店
街
の
店
舗
を
一
軒
ず
つ
訪
問

◉ 同和問題啓発強調月間「街頭啓発」

９月１日から町内全域を結ぶ

民
の
移
動
手
段
と
公
共
施
設

利
用
の
向
上
を
目
指
し
て
、
９

月
１
日
か
ら
町
内
を
巡
回
す
る
無
料

福
祉
バ
ス
を
増
便
し
ま
す
。
現
在
は
従

来
ど
お
り
旧
町
の
範
囲
内
で
の
運
行
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
増
便
で
初
め
て
福

智
町
全
体
を
巡
回
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。町
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、

１
日
５
便
を
運
行
。
本
庁
や
支
所
、
診

療
所
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
温
泉
施
設
、

駅
な
ど
、
主
に
公
共
施
設
間
を
結
び
ま

す
。
詳
し
く
は
本
紙
に
織
り
込
ま
れ
て

い
る
時
刻
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

増
便
用
バ
ス
は
既
存
の
車
両
を
使
い
ま
す

住

◉ 無料福祉バスを増便

民
や
議
員
、
職
員
な
ど
17
人

で
構
成
す
る
「
福
智
町
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
」
が
７
月
10
日
に

発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
浦
田
弘
二

町
長
の
諮
問
を
受
け
た
後
、
会
長
に
森

山
沾
一
・
福
岡
県
立
大
学
教
授
を
選
出
。

財
政
基
盤
強
化
や
行
政
組
織
の
ス
リ
ム

化
、
新
町
の
今
後
の
方
向
性
や
あ
り
方

に
つ
い
て
な
ど
の
諮
問
内
容
と
年
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
、

来
年
１
月
末
ま
で
に
答
申
を
ま
と
め
ら

れ
る
よ
う
審
議
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

福
智
町
で
は
合
併
の
利
点
を
生
か
す

た
め
の
行
財
政
改
革
が
焦
点
に
な
っ
て

お
り
、
人
口
と
交
付
税
の
減
少
が
進
む

中
、自
主
財
源
を
ど
う
確
保
す
る
か
や
、

三
百
人
を
超
え
る
職
員
数
の
適
正
化
、

重
複
す
る
公
共
施
設
の
運
営
方
法
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

　

委
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
（
五
十

音
順
・
敬
称
略
）。
青
野
義
信
（
神
崎
）

荒
巻
久
美
子
（
金
田
）・
池
長
昇
（
神
崎
）

太
田
淳
三
（
上
野
）・
須
藤
優
子
（
金
田
）

立
花
義
廣
（
赤
池
）・
中
原
和
義
（
上
野
）

長
谷
川
浩
（
市
場
）・
原
田
幸
美
（
弁
城
）

久
冨
幹
枝
（
弁
城
）・
本
田
美
津
江
（
伊

方
）・
松
尾
英
俊
（
弁
城
）・
安
武
憲

明
（
上
野
）・
森
山
沾
一
（
県
立
大
学
）

山
尾
勝
子
（
上
野
）・
山
中
文
明
（
弁
城
）

渡
辺
巧
（
神
崎
）

財政基盤強化や合理化
改革の方向性を審議

住

◉ 行財政改革推進委員会発足

本
庁
の
庁
議
室
で
開
か
れ
た
初
回
の
委
員
会

和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
入
っ

た
７
月
３
日
に
街
頭
啓
発
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
方
城
、ス
ー

パ
ー
川
食
、
金
田
駅
前
の
３
か
所
で
関

係
職
員
が
啓
発
チ
ラ
シ
と
タ
オ
ル
を
一

人
ひ
と
り
に
手
渡
し
な
が
ら
行
事
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
浦
田
町
長

は
福
智
町
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
人
権
の
ま

ち
づ
く
り
は
私
た
ち
の
手
で
」
が
書
か

れ
た
タ
ス
キ
を
か
け
、
金
田
駅
や
金
田

商
店
を
回
り
、
月
間
の
取
り
組
み
を
Ｐ

Ｒ
。
こ
の
ほ
か
町
内
企
業
に
も
訪
問
し
、

差
別
解
消
へ
の
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

同
智
町
消
防
団
が
福
岡
県
消
防

学
校
（
福
津
市
）
で
開
か
れ

る
９
月
３
日
の
県
消
防
操
法
大
会
に
、

筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
田
川
郡
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

種
目
に
第
一
分
団
（
金
田
３
〜
６
区
）

が
エ
ン
ト
リ
ー
。
大
会
で
は
４
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、
小
型
ポ
ン
プ

か
ら
ホ
ー
ス
を
連
結
さ
せ
て
、
的
に
放

水
す
る
ま
で
の
速
さ
と
正
確
さ
を
競
い

ま
す
。
選
手
た
ち
は
６
月
か
ら
お
よ
そ

週
３
日
の
ペ
ー
ス
で
集
ま
り
、
現
在
、

厳
し
い
訓
練
の
真
っ
最
中
で
す
。
指
導

を
受
け
る
田
川
消
防
本
部
（
田
川
市
）

で
は
気
迫
の
こ
も
っ
た
か
け
声
が
響

き
、
機
敏
な
動
作
で
一
連
の
操
法
が
何

度
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

選
手
（
補
欠
含
む
）
は
大
井
朋
雄
さ

ん
・
吉
田
大
さ
ん
・
並
川
昌
太
郎
さ
ん
・

中
村
哲
さ
ん
・
吉
田
広
志
さ
ん
・
熊
谷

博
文
さ
ん
・
空
閑
一
将
さ
ん
・
香
月
信

二
さ
ん
・
湯
川
新
一
郎
さ
ん
・
坂
田
純

平
さ
ん
の
10
人
。「
大
会
ま
で
残
さ
れ

た
１
か
月
が
勝
負
」
と
、
流
れ
る
汗
を

ぬ
ぐ
い
な
が
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
訓

練
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

日
中
は
働
き
、
夜
に
訓
練
と
い
う
生

活
を
送
り
な
が
ら
、
技
術
の
向
上
を
目

指
す
選
手
た
ち
に
、
み
な
さ
ん
の
温

か
い
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

ただいま特訓真っ最中
燃やせ福智の消防魂

◉ 福岡県ポンプ操法大会出場へ

蘇生図るAEDを17施設に設置

取
り
扱
い
講
習
後
に
行
わ
れ
た
配
布
式

◉ 県市町村振興協会寄贈の自動体外式除細動器

１階フロアの一角を一般開放

城
支
所
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
一

般
開
放
し
た
趣
味
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
展
示
室
が
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
手
芸
や
絵
画
な
ど
趣
味
の
グ

ル
ー
プ
や
個
人
か
ら
出
品
さ
れ
た
お
よ

そ
50
点
を
１
階
フ
ロ
ア
に
展
示
。
観
覧

者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
わ
た
し
も
作
っ

て
み
た
い
」「
趣
味
を
持
つ
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
を
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
８
月
は
手
作
り
イ

ス
の
展
示
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
展
示

申
し
込
み
は
方
城
支
所
の
地
域
振
興
課

で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

手
作
り
で
温
か
み
あ
る
作
品
が
並
び
ま
し
た

方

◉ 方城支所趣味のギャラリー

停
止
状
態
の
人
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
蘇
生
を
図
る
医
療
機

器「
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）」

を
町
内
の
学
校
や
公
共
施
設
、
計
17
か

所
に
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

県
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
、
自
動
的
に
心
拍
数
な
ど
を
感

知
し
、
状
況
に
応
じ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
る
高
性
能
機
器
で
す
。

　

配
布
式
が
７
月
12
日
に
本
庁
で
行
わ

れ
、
浦
田
町
長
が
「
尊
い
人
命
を
迅
速

な
対
応
で
守
っ
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
施
設
代
表
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。

心

福

雨
天
で
も
第
一
分
団
格
納
庫
前
で
息
を
合
わ
せ
る
選
手
た
ち


